
三島市

平成 26 年度から学校支援地域本部として活動を開始、令和２年度からは、地域と学校とが連携・

協働し、地域全体で子供を育てるという視点をもった地域学校協働本部へと発展させ、活動を継続し

ている。元市議会議員や退職教員など複数の実行委員が、推進員として学校と地域をつなぐ役割を果

たし、地域学校協働活動につなげている。特に、登下校見守り活動「スクールガード」は学校支援地

域本部が立ち上がる前から継続して行われ、登下校の安全確保のみならず、ボランティアからのあい

さつや声掛けによる子供の心の安定にもつながっている。
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(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤として、地域と学校が連携・

協働し、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支えていくため、「地域学校

協働本部事業」を実施する。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…学校運営協議会、ＰＴＡ、粋なおやじの会、自治会、町内会

三島市消防団（第三分団）

・地域学校協働本部実行委員会を年４回程度開催している。

・地域学校協働活動には、地域住民が多数参加し、子供とともに活動を行って

いる。

・平成 26年度から活動を開始して、今年度で９年目になる。

（3）活動内容及

び成果

【活動内容】

・登下校の見守り活動「スクールガード」に 20 名以上の方が登録、毎日児童

の登下校時に通学路に立って、見守りをしている。（平成 26年度よりも前か

ら継続活動されている方もいる。）

・花壇整備に加え、沢地小学校のシンボルでもある紫陽花、桜の剪定や施肥を

行っている。

・放課後学習支援や授業補助ボランティアを行っている。

【成果】

・不登校児童が全体的に少なく、令和３年度においては、欠席が年間 30 日を

超える不登校児童がいなかった。見守り活動の一つの成果と言える。

(4) その他

特記事項

毎年、沢地小学校区の自治会長、町内会長にも第１回実行委員会へ参加して

いただくことで、協働本部活動への理解、協力を求めている。


